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図 3.1 ログイン画面 

 

 

図 3.2 GoogleIDの認証処理結果画面 

 

3.2 ストレージのマウント 

webifiにストレージをマウントして仮想的なファイルツリーを構成するには、以

下の手順を実行してください。 



webifiのログイン後のトップページから、「メニュー」を選択。 

 

図 3.3 webifiのログイン後トップ画面 

 

メニュー画面で「ストレージを追加」を選択。 

 

図 3.4 メニュー画面 

 

「ストレージを追加」画面にて、追加するストレージの種類を選択します。今回



は GoogleDriveを用いて説明します。 

 

図 3.5 ストレージの選択画面 

 

Google側のサーバーに遷移して、使用する GoogleDriveに紐付いたアカウントを

選択する画面が表示されます。 

 



図 3.6 googleのアカウント選択画面 

 

マウントポイントの設定を行います。マウントポイントは、仮想的なファイルツ

リーのどこにストレージをマウントするかを示すパス文字列です。 

今回は初期ディレクトリとして用意されている「/mnt/google-drive」を使用しま

す。 

 
図 3.7 マウントポイントの設定画面 

 

その後、最終的な確認画面が表示されますので指示に従ってください。これで

Google Driveを webifiにマウントすることが出来ました。 

 

3.3 エンドポイントの作成 

webifiの仮想ファイルツリーの全部、もしくは一部(部分木)を外部に公開すること

が出来ます。 

今回は、HTTPエンドポイントを設定して、Google Drive内のファイルをホステ

ィングする例を示します。 

 

webifiのメニュー画面を開き、「エンドポイントを追加」を選択します。 



 

図 3.8 webifiのメニュー画面 

 

 

追加するエンドポイントを選択する画面に遷移しますので、「HTTP」を選択して

ください。 

 

図 3.9 追加するエンドポイントを選択画面 

 



ドキュメントルートを指定する画面が表示されますので、先ほどマウントした

Google Driveのマウントポイントを指定します。 

 

図 3.10 追加する HTTPエンドポイントの設定画面 

 

その後、確認画面が表示されますので、支持に従って進めてください。 

設定が完了したエンドポイントの情報は以下の画面で見ることが出来ます。 

「メニュー/エンドポイントの一覧」を選択してください。エンドポイントの一覧

画面ではエンドポイントのアドレスを閲覧することが出来ます。 

 



 

図 3.11 エンドポイントの一覧画面 

 

4. 制限事項 

・HTTPエンドポイントで配信できるファイルの最大サイズは 20MBまでです。 

 

5. 仕様 

2017/07/07現在の webifiの仕様を以下に記載します。 

項目 仕様 

マウント可能なストレージ Google Drive, FTP 

エンドポイントの種類 HTTP 

 

6. その他 

・エンドポイントの URLは今後の運用方針で変更する可能性があります。特に HTTP

エンドポイントは 80番ポートで運用できるようにホスト名/ポート番号ともに変更する

可能性があります。 

 

 

 

 

 

 


